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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、政府の景気対策である経済・金融政策の効果が下支えする中、

企業収益や雇用情勢に改善の動きが見られました。しかしながら、ギリシャの債務問題や中国経済の成長鈍化な

ど世界的に不安定な要素がある事から、個人消費は平成26年4月の消費税増税等の影響による落ち込みから緩やか

に持ち直しておりますが、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く事業環境におきましては、都心部を中心に外国人観光客による売上高が増加したこと

もあり、主要販売先である都心百貨店においては堅調に推移しました。しかしながら、地方・郊外における百貨

店やGMSを中心とした量販店の売上が伸長せず、当社グループ全体はマイナス基調で推移いたしました。

この様な状況の下にあって当社グループは、「川辺三ヵ年新中期経営計画2014」の２年目をむかえ、顧客第一主

義を経営の根幹として、革新的な発想に則した企業活動を通じて、市場競争力の強化と新たなる事業領域の拡大

を促進し『コト提案型企業への変革と製造小売業を目指す』を経営ビジョンとして掲げ、企業の継続的成長に努

めてまいりました。

セグメントの業績を示しますと、次のとおりであります。

　

身の回り品事業

売上高につきましては、ハンカチーフは、外国人観光客の増加によるインバウンド需要から、いくつかの主力

ブランドが大都市圏を中心とする百貨店店舗において伸長をいたしましたことなどから、前年比101.5％となり堅

調な推移となりました。

スカーフ・マフラーにつきましては、春夏物の洋品の市場動向が振るわず、一部の百貨店店舗において苦戦を

強いられました。その結果、前年比75.3％となりました。

タオル・雑貨につきましては、タオルケットなどのテレビ通販は好調に推移しましたが、昨年のアディダスタ

オルのワールドカップ特需の反動により、前年比93.3％となり、身の回り品事業といたしまして、売上高は前年

比97.8％となりました。

　

フレグランス事業

当社の百貨店・直営店におけるフレグランス店頭販売が回復基調であり、前期に引き続き主力商品である『サ

ルヴァトーレフェラガモ、プラダ、ヴェルサーチ』等の売上が順調に推移しました。一方で、百貨店・直営店の

不採算店舗閉店とホールセール向けの販売減少が響き、売上高は前年比83.8％となりました。

　

一方、利益面につきましては、身の回り品事業において、商品原材料の高騰や円安による輸入コスト増が影響

し、売上総利益が減少し、前期と比べ減益となりました。

フレグランス事業におきましては、売上は減収となりましたが、収益性の高い商材の販売が要因となり、売買

益率が大きく伸長し、事業の再構築による経費削減効果も大きく影響し、前期と比べ利益は大幅に改善されまし

た。

以上の理由により、全事業といたしましては、営業利益・経常利益・四半期純利益は前期と比べ増益となりま

した。

　

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高36億44百万円(前年同期比95.9％)、営業利益３百万円

(前年同期営業損失30百万円)、経常利益32百万円(前年同期経常損失10百万円)、親会社株主に帰属する四半期純

利益３百万円(前年同期親会社株主に帰属する四半期純損失11百万円)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期における「資産合計」は、前連結会計年度末の130億16百万円から133億96百万円となりました。

これは主として、現金及び預金の増加によるものであります。

「負債合計」は、前連結会計年度末に比べ３億９百万円増加し、69億７百万円となりました。

これは主として、支払手形及び買掛金の増加によるものであります。

また、「純資産合計」は前連結会計年度末に比べ70百万円増加し、64億88百万円となりました。
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この結果、当第１四半期における総資産は、前連結会計年度末の130億16百万円から133億96百万円となりまし

た。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の業績予想につきましては、当第１四半期連結会計期間の売上高及び利益実績値は概ね当初予

想通りに推移しております。なお当社の商材が第３四半期連結会計期間にピークとなる季節要因もあり、当初の

売上高及び利益計画を達成する見込みでありますので、平成27年５月15日発表の「平成27年３月期 決算短信」

の業績予想から変更しておりません。

また通期配当見通しについても、平成27年５月15日に発表した内容から変更はありません。

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差

額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更

いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の

確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度につい

ては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年08月06日 11時12分 4ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



川辺株式会社(8123) 平成28年３月期 第１四半期決算短信

－ 5 －

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,194,690 1,787,649

受取手形及び売掛金 2,961,472 2,126,097

商品及び製品 3,282,068 3,534,361

仕掛品 120,138 171,957

原材料及び貯蔵品 235,840 215,139

その他 346,260 382,116

貸倒引当金 △898 △1,034

流動資産合計 8,139,573 8,216,286

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 661,528 669,104

工具、器具及び備品（純額） 88,033 89,328

土地 727,085 727,085

その他（純額） 104,369 173,750

有形固定資産合計 1,581,015 1,659,268

無形固定資産

のれん 38,923 29,192

その他 84,985 79,793

無形固定資産合計 123,908 108,986

投資その他の資産

投資有価証券 1,922,274 2,159,864

投資不動産（純額） 841,204 838,240

その他 408,836 414,068

投資その他の資産合計 3,172,315 3,412,173

固定資産合計 4,877,239 5,180,428

資産合計 13,016,812 13,396,715
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,618,649 2,963,586

短期借入金 1,225,000 1,105,000

1年内償還予定の社債 77,500 77,500

未払法人税等 49,121 22,675

賞与引当金 45,801 17,841

その他 710,617 639,607

流動負債合計 4,726,689 4,826,210

固定負債

社債 433,750 433,750

長期借入金 560,000 695,000

退職給付に係る負債 561,208 565,105

資産除去債務 59,684 62,147

その他 257,284 325,747

固定負債合計 1,871,927 2,081,750

負債合計 6,598,616 6,907,960

純資産の部

株主資本

資本金 1,720,500 1,720,500

資本剰余金 1,770,567 1,770,567

利益剰余金 2,398,740 2,311,357

自己株式 △52,785 △52,900

株主資本合計 5,837,021 5,749,524

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 546,752 699,410

繰延ヘッジ損益 6,438 12,574

為替換算調整勘定 28,817 28,801

退職給付に係る調整累計額 △834 △1,555

その他の包括利益累計額合計 581,174 739,230

純資産合計 6,418,196 6,488,754

負債純資産合計 13,016,812 13,396,715
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 3,800,970 3,644,662

売上原価 2,434,911 2,337,090

売上総利益 1,366,059 1,307,572

販売費及び一般管理費 1,396,735 1,304,236

営業利益又は営業損失（△） △30,676 3,335

営業外収益

受取利息 - 27

受取配当金 10,698 11,740

投資不動産賃貸料 12,751 15,036

その他 14,510 15,194

営業外収益合計 37,960 41,999

営業外費用

支払利息 6,558 5,721

不動産賃貸費用 7,873 2,856

持分法による投資損失 2,675 4,282

その他 222 269

営業外費用合計 17,329 13,129

経常利益又は経常損失（△） △10,045 32,205

特別利益

固定資産売却益 - 42

投資有価証券売却益 2,067 -

特別利益合計 2,067 42

特別損失

固定資産除売却損 - 306

店舗閉鎖損失 2,530 -

特別損失合計 2,530 306

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△10,508 31,940

法人税等 1,330 27,986

四半期純利益又は四半期純損失（△） △11,838 3,954

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△11,838 3,954
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △11,838 3,954

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 38,693 152,657

繰延ヘッジ損益 △9,006 6,135

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,095 △16

退職給付に係る調整額 △2,241 △720

その他の包括利益合計 25,349 158,056

四半期包括利益 13,511 162,010

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,511 162,010

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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